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心筋症の発症・進展における心筋収縮蛋白関連遺伝子の役割に関する臨床的研究 
 
研究要旨 
本研究班は、1974年に旧厚生省特定疾患調査研究班として、特発性心筋症の疫学・病因・診断・治療を明ら
かにすべく設立され、その後約40年間継続して本領域での進歩・発展に大きく貢献してきた。本研究は、心
筋症の実態を把握し、日本循環器学会、日本心不全学会と連携し診断基準や診療ガイドラインの確立をめざ
し、研究成果を広く診療へ普及し、医療水準の向上を図ることを目的とした。研究班による全国規模での心
筋症のレジストリー、特定疾患登録システムの確立を推進準備し、心筋症をターゲットとした登録観察研究
であるサブグループ研究を開始し、登録をすすめた。また、研究成果の社会への還元として、ホームページ
公開や市民公開講座を行った 
 
Ａ．研究目的 

  標準 12誘導心電図において、aVR誘導の再分極

異常は冠動脈疾患における心予後と関連すること

が知られている。しかしながら、同所見が ICD 植

込み後の虚血性および非虚血性心筋症患者におけ

る心イベントと関連するか否かについては不明な

点が多い。本研究の目的は、ICD 植込み後の心筋

症患者における心イベント予測における aVR誘導

の T波高（TAaVR）の有用性を明らかにすること

である。 
 
Ｂ．研究方法 
  93例のICD植込み後状態の心筋症（虚血性心筋
症32例、DCM14例、HCM35例、ARVC4例、サル
コイドーシス6例、その他の心筋症2例）を対象と
した。電子カルテシステムを用いて、後ろ向きに
複合心イベント（新造し、心室頻拍／細動、心不
全入院）の有無を調査した。多変量Cox 回帰解析
を用いて、複合心イベントとTAaVRを含む心電図
指標・心エコー指標との関連を調査した。 
 
 
（倫理面への配慮） 
 本後ろ向き・単施設観察研究は、金沢大学医学
倫理審査委員会の承認を得た。 
 
 
Ｃ．研究結果 
 患者背景として、男性は77.4%、平均年齢は64
歳であった。観察期間の中央値は31ヶ月であった。
複合心イベントは37例（40%）において認められ
た。イベント発症群は非発症群と比較して利尿剤
服用頻度が高く、LVEFが低く、TAaVR波高が低
い傾向がみられた。多変量Cox解析では、年齢・性
別・低左心機能（LVEF<40%）・異常Q波での補
正を行っても、TAaVRが唯一の複合心イベント発
生の独立した予測因子であった。Kaplan-Meier曲
線解析では、TAaVR≥-0.1の患者群はTAaVR<-0.1
の群と比較して有意に複合心イベント発生が多か
った。 
 
Ｄ．考察 
 本研究により、TAaVRがICD植込み後の虚血性
および非虚血性心筋症における複合心イベント発

生と関連することが明らかとなった。TAaVRは下
側壁を含む広い範囲の再分極を反映することが報
告されている。このため、異常Q波などの古典的心
電図指標と比較して、より正確に複合心イベント発
生の予測指標になり得た可能性がある。本研究は単
一施設による後ろ向き研究であるため、今回得られ
た知見を多施設で前向きに検証する必要がある。 
 
 
E．結論 

 ICD 植込み後の心筋症患者にいて、aVR 誘導の

T 波高（TAaVR）は心イベント発生予測に有用で

ある。 
 
F．健康危険情報 
 本研究は後ろ向き関節研究であるため、該当し
ない。 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定も含む） 
１．特許取得 
該当なし 
 
２．実用新案登録 

該当なし 
 
３．その他 
 
特記すべきことなし

 


